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所
謂
広
田
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て

木

村

幾

多

郎

一

、

は

じ

め

北
部
九
州
の
弥
生
時
代
遺
跡
を
中
心
と
し
て
出
土
す
る
南
海
産
貝
製
縦
切
り
貝
輸
の
貝
種
の
査
定
が
、
永
井
昌
文
氏
の
実
験
的
研
究
に

よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
か
ら
既
に
十
年
以
上
に
桁
か
。
そ
れ
ま
で
は
、
特
に
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
愉
で
は
、
貝
輸
の
形
態
の
違
い
が
、
貝
種
の

違
い
と
推
定
さ
れ
る
と
と
が
あ
り
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
員
製
と
査
定
さ
れ
て
い
た
貝
輸
は
比
較
的
大
形
で
原
材
料
と
し
て
の
員
の
形
が
良
く
残
る

貝
輸
に
す
ぎ
な
か
っ
幻
。
永
井
氏
の
貝
種
の
査
定
に
よ
っ
て
各
種
形
態
の
縦
切
り
貝
輸
が
、
同
一
貝
紐
（
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
）
製
員
一
輸
の
形
態
分

類
と
し
て
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
永
井
氏
の
研
究
成
果
の
発
表
と
と
も
に
、
三
島
格
・
橋
口
達
也
氏
に
よ
っ
て
、
形
態
分
類
及
び
出

土
地
名
表
が
公
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
貝
輸
は
五
型
式
（
広
岡
型
・
土
井
ケ
浜
型
・
金
隈
型
・
立
岩
型
・
諸
問
型
）
に
一
応
分
類
さ
れ
、
イ
モ
ガ
イ

製
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
縦
切
り
・
横
切
り
」
を
改
め
て
、
「
縦
型
・
横
型
」
の
二
型
式
に
分
類
し
た
0

0

コ
ホ
ウ
ラ
製
五
型
式
・
イ
モ

ガ
イ
製
二
型
式
内
で
、
若
干
の
形
態
の
違
い
、
時
間
的
違
い
な
ど
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
払

μ、
そ
の
時
代
的
・
地
域
的
な
検
討
を
各
型
式

に
加
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
以
前
、
河
口
貞
徳
氏
は
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
員
の
利
用
部
位
の
違
い
に
よ
り
、
「
背
面

腕
輪
」
と
「
腹
面
腕
輪
」
に
分
類
し
、
前
者
は
南
島
に
限
っ
て
分
布
し
（
高
橋
貝
塚
を
除
く
）
、
後
者
は
九
州
本
土
の
み
に
出
土
し
、
内
孔

は
「
D
」
字
形
を
呈
す
る
と
し
た
（
河
口
一
九
七
三
）
。
こ
こ
で
い
う
背
面
腕
輪
が
即
ち
広
田
型
貝
輪
で
あ
り
、
腹
面
腕
輪
が
代
表
的
出
土

所
謂
広
凶
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

九
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第1図大友型・繁根木型貝輸出土遺跡分布図



遺
跡
名
を
と
っ
て
、
土
井
ケ
浜
・
金
隈
・
立
岩
・
諸
問
の
各
型
式
に
分
け
ら
れ
た
。

所
謂
広
田
型
貝
輸
は
、
南
島
型
貝
輪
と
も
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
主
に
種
ケ
島
以
南
に
分
布
す
る
が
、
九
州
本
土
・
瀬
戸
内
地
方
に
も

広
田
型
と
分
類
さ
れ
る
も
の
が
分
布
し
て
い
る
（
第
一
図
）
。
永
井
昌
文
氏
は
、
広
田
遺
跡
を
中
心
に
南
島
に
分
布
す
る
員
輸
と
、
九
州
本

土
に
分
布
し
、
鍔
広
で
主
に
古
墳
よ
り
出
土
す
る
貝
輸
を
分
類
し
、
前
者
を
広
田
型
亜
型
A
、
後
者
を
亜
型
B
と
分
類
し
た
（
永
井
一
九
七

八
）
。一

九
七
五
年
八
月
、

富
桝
憲
次
氏
（
当
時
小
川
島
小
学
校
教
頭
）
等
が
中
心
と
な
り
、
佐
賀
県
東
松
浦
郡
呼
子
町
小
川
島
の
田
島
神
社
境

内
を
発
掘
し
、

一
点
の
巻
貝
製
貝
輸
片
（
第
二
図
）
を
得
た
。
発
掘
に
参
加
し
て
い
た
筆
者
が
、
そ
れ
を
大
学
に
持
ち
帰
り
永
井
昌
文
教
授

に
検
討
を
依
頼
し
た
。
貝
輪
全
体
の
約
弘
程
度
の
破
片
で
員
極
推
定
に
困
難
を
感
じ
た
が
、
そ
の
厚
み
・
後
溝
・
前
溝
の
凹
み
な
ど
か
ら

ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
通
常
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
（
や
や
小
形
の
貝
も
含
め
て
）
よ
り
小
ぷ
り
で
、
危
倶
を
感
じ
た
。

類
例
を
検
索
す
る
と
、
小
川
島
の
対
岸
の
呼
子
町
大
友
遺
跡
の
第
二
次
調
査
（
一
九
七
O
年
八
月
）
第
お
号
敷
石
墓
出
土
の
貝
輪
と
類
似
し

て
お
り
、
現
楼
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
・
大
友
貝
輪
・
小
川
島
貝
輸
を
持
ち
寄
り
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
小
川
島
貝
輸
は
、
大
友
貝
輸
と
大
き
さ
が
異

な
る
だ
け
で
、
面
取
り
加
工
法
が
同
一
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
大
友
貝
輸
は
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
殻
背
部
利
用
貝
輪
と
い
う
こ
と
で
広
田

型
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
螺
背
部
に
お
け
る
利
用
部
位
の
違
い
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
の
形
態
の
違
い
、
分
布
状
況
か
ら
、
亜
型
又
は

別
型
式
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
そ
の
詳
細
は
ふ
れ
な
か
っ
た
。
本
小
稿
は
、
九
州
本
土
に
お
い
て
広
岡
型
（
南
島
型
）

と
分
類
さ
れ
る
員
輸
は
、
広
田
遺
跡
出
土
品
を
中
心
と
す
る
所
謂
広
田
型
貝
輪
と
は
区
別
し
て
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
乙
と
を
述
べ

る
の
を
目
的
と
し
て
い
る
。

所
謂
広
田
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
〉
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一
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判
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広
川
辺
氏
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細
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（
木
村
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四



ニ
、
広
田
型
貝
輸
の
細
分

広
岡
型
貝
輸
の
型
式
設
定
の
も
と
と
な
っ
た
広
田
遺
跡
（
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町
広
回
）
出
土
員
輸
は
、
そ
の
詳
細
は
発
表
さ
れ
て
お

《
’

o
v

ら
ず
不
明
な
点
が
多
い
が
、
一
応
今
日
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
資
料
と
対
比
し
な
が
ら
、
大
友
出
土
貝
輸
と
永
井
昌
文
民
に
よ
り
広
田
型

亜
型
B
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

広
田
型
円
以
輸
を
多
量
に
出
土
し
て
い
る
広
田
遺
跡
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輸
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

I
、
梢
円
形
を
な
し
、
鍔
の
巾
も
一
定
で
全
体
を
研
際
し
、
あ
た
か
も
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
貝
輸
を
棋
し
た
か
に
見
え
る
も
の
。

（
外
層

部
・
周
角
を
取
り
入
れ
ず
）

E
、
所
澗
広
岡
型
と
し
て
、

広
く
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

全
体
的
に
円
形
に
近
く
鍔
広
で
、

断
面
「
ハ
」
の
字
形
で
高
い
。

内
孔

は
、
円
形
又
は
楕
円
形
で
あ
る
。
肩
角
を
取
り
入
れ
、
又
は
一
部
外
唇
部
に
近
い
所
ま
で
取
り
入
れ
る
例
が
あ
る
。

E
、
全
体
的
に
限
丸
方
形
に
近
く
、
や
や
横
長
の
傾
向
も
あ
る
。
肩
角
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
特
に
強
調
す
る
例
が
多
い
。
内
孔
は
限

九
万
uv
と
丘
A

。

；；
1
1
i
l
 

の
三
種
類
が
認
め
ら
れ
る
。
広
悶
遺
跡
は
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上

屑
に
は
E
類
が
多
く
、
中
層
に
は

E
類
、
下
屑
に
は
I
・
E
類
が
認
め
ら
れ
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
貝
輸
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
時
期
的
に

は
、
遺
跡
の
一
部
に
弥
生
時
代
前
期
末
の
土
器
が
認
め
ら
れ
、
遺
跡
の
上
限
は
前
期
末
に
の
ぼ
る
と
恩
わ
れ
る
が
、
多
く
は
弥
生
時
代
後

期
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

上
・
中
・
下
の
三
間
に
分
け
ら
れ
て
お
り
（
国
分
・
盛
圏
一
九
五
八
）
、

（→ 

大
友
型
貝
輪

山
貝
輸
の
形

大
友
遺
跡
お
号
敷
石
基
出
土
貝
輸
（
第
三
図
）
は
、

成
年
女
性
の
左
右
の
前
腕
に
三
個
づ
っ
着
装
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
員
輸
で
あ
る

所
謂
広
田
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

九
五



所
謂
広
田
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

L
ミ

4
ノ
」
ノ

が
、
そ
の
出
土
状
況
等
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
形
態
は
、
他
の
背
面
利
用
貝
輪
と
同
じ
く
、
内
孔
（
径
日
×
M
m
）
は
や

や
角
ば
っ
た
感
じ
の
円
形
で
、
鍔
は
螺
背
部
一
屑
角
に
寄
っ
た
部
分
は
や
や
細
め
に
な
る
が
、
巾
は
せ
ま
く
一
定
に
近
く
（
約
は

m
）
、
外
形

も
内
孔
に
そ
っ
た
形
態
を
と
る
。
こ
の
貝
輸
が
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
他
型
式
の
貝
輸
と
比

較
の
た
め
根
拠
を
示
す
。
貝
輸
の
一
方
の
辺
の
厚
み
は
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
の
特
長
で
あ
る
外
一
層
部
の
肥
厚
を
示
し
て
い
る
。
螺
塔
に
向
い
た

面
（
以
下
「
内
面
」
と
呼
ぶ
）
に
は
、
前
溝
と
後
溝
の
凹
み
の
一
部
が
未
加
工
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
貝
輪
上
辺
に
は
螺
塔
部
の
縫
線
が
認

め
ら
れ
る
。
外
面
上
方
に
は
、
一
周
角
よ
り
続
く
螺
肋
の
隆
起
部
の
屈
曲
が
認
め
ら
れ
、
又
外
層
部
外
面
は
、
や
や
凹
む
が
、
員
輸
の
厚
み

を
持
つ
辺
の
外
面
に
そ
の
凹
み
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
よ
り
、
殻
口
面
に
約

rの
角
度
で
外
唇
部
を
取
り
込
ん
だ
螺
背
部
を
、
次
体

層
又
は
そ
れ
に
近
い
部
分
よ
り
ほ
ぼ
垂
直
に
縦
切
り
に
し
た
状
態
の
形
を
持
つ
（
第
四
図
）
。
広
田
型
で
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
肩
角
部
を
取

り
入
れ
る
乙
と
は
な
い
。

現
在
ま
で
に
こ
の
よ
う
な
形
態
を
持
つ
貝
輸
は
、
以
下
三
遺
跡
よ
り
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

－
大
友
遺
跡
（
佐
賀
県
東
絵
浦
郡
呼
子
町
大
友
）

2
小
川
島
貝
塚
（
佐
賀
県
東
松
浦
郡
呼
子
町
小
川
島
）

3
中
山
貝
塚
（
広
島
県
広
島
市
中
山
町
東
谷
）

亜
型
B
と
、
高
橋
貝
塚
（
鹿
児
島
県
）
出
土
例
を
除
く
と
、
九
州
本
土
及
び
瀬
戸
内
地
方
に
お
け
る
所
謂
広
田
型
員
輸
出
土
地
の
す
べ
て

で
あ
る
。

凶
大
友
型
貝
輪
出
土
遺
跡

I
、
大
友
遺
跡

第
一
次
調
査
が
行
わ
れ
、

大
友
遺
跡
は
、
富
桝
憲
次
・
河
児
哲
司
氏
等
地
元
研
究
者
に
よ
っ
て
一
九
六
八
年
末
1
一
九
六
九
年
初
に
か
け
て
断
続
的
で
は
あ
る
が

引
き
続
き
第
二
次
調
査
が
佐
賀
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
一
九
七

O
年
八
月
四
日
1
八
月
十
二
臼
に
行
わ
れ
た
。
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第3図大友型貝輪（その2) （大友遺跡・第23号敷石墓出土）
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第4図大友型貝輸の取り方

所
前
広
岡
型
貝
輸
の
細
分
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つ
い
て
（
木
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広
悶
型
貝
輸
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細
分
に
つ
い
て
ハ
木
村
）

，， ，， 

？ '? ，， 69号配石墓

又

一
九
七
九
年
八
月
佐
賀
県
文
化
課
の
手
で
（
調
査
団

長
・
内
藤
芳
篤
長
崎
大
学
教
授
）
、
第
三
次
調
査
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

遺
跡
は
、
玄
海
灘
に
面
し
た
友
崎
と
土
器
崎
に
は
さ
ま

れ
た
延
長
2
加
に
お
よ
ぶ
弧
状
で
遠
浅
の
砂
浜
海
岸
の
中

間
部
分
の
砂
丘
上
に
営
ま
れ
た
埋
葬
遺
跡
で
あ
る
。
三
次

大友遺跡 Ill土貝輪一覧表

に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
、
聾
棺
墓
・
石
棺
墓
・
敷
石
墓

・
配
石
墓
・
土
拡
墓
の
各
種
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
そ
れ
ら

に
伴
う
埋
葬
人
骨
も

m体
以
上
出
土
し
て
い
る
。
年
代
的

に
は
、
蜜
棺
墓
よ
り
す
れ
ば
、
弥
生
時
代
前
期
後
半
か
ら

後
期
初
頭
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
貝
輸
は
一
部
を
除
き
埋
葬

人
骨
に
着
装
さ
れ
て
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
オ
オ
ツ
タ

ノ
ハ
・
イ
モ
ガ
イ
・
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
員
輸
が
あ
り
、
着
装
例

は
な
か
っ
た
が
、
ベ
ン
ケ
イ
ガ
イ
製
貝
輪
も
出
土
し
て
い

る
と
の
よ
う
に
大
友
遺
跡
の
貝
輸
の
あ
り
方
は
、
長
崎
県

五
島
の
浜
郷
遺
跡
・
大
浜
遺
跡
（
小
田
一
九
七
O
）
・
平
戸

市
根
獅
子
遺
跡
（
坂
田
一
九
七
三
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う

lと

オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
を
伴
い
、

埋
葬
遺
構
と
し
て
配
石

九
九



所
調
広
田
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一O
O

墓
・
敷
石
墓
・
箱
式
石
棺
が
存
在
す
る
な
ど
共
通
す
る
点
が
多
く
、
又
、
貝
輸
の
種
類
・
着
装
部
位
に
性
別
に
よ
る
区
別
が
な
い
ζ

と
か

ら
、
南
島
（
広
田
遺
跡
）
と
類
似
す
る
点
が
あ
る
事
も
事
実
で
あ
る
。
二
枚
貝
製
貝
輸
を
伴
う
じ
ぷ
縄
文
時
代
以
来
の
伝
統
を
持
ち
、
西
北

九
州
の
砂
丘
埋
葬
遺
跡
と
し
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
面
も
持
っ
て
い
る
。

貝
輪
の
所
属
年
代
は
、
敷
石
墓
の
上
層
に
弥
生
前
期
末
の
壷
棺
が
埋
葬
さ
れ
る
例
が
あ
卵
、
敷
石
墓
は
弥
生
前
期
後
半
代
に
行
わ
れ
た

つ
い
で
に
イ
モ
ガ
イ
製
縦
型
貝
輸
を
見
る
と
、

K
I
－－

K
1
9餐
棺
墓
例
の
よ
う
に
伯
玄
式
墾
棺
内
人
骨
に
着
装
さ
れ
て
お
り
、
前
期
後
半
に
属
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

C
1
4

石
棺
基
人
骨
着
装
イ
モ
ガ
イ
製
縦
型
貝
輸
は
、

K

1
人
骨
着
装
貝
輸
と
加
工
上
同
じ
特
長
を
持
っ
て
お
り
、
同
一
地
に
お
い
て
作
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
年
代
も
そ
れ
と
同
じ
頃
に
お
い
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
墓
地
内
に
お
け
る
各
員
輸
の
あ
り
方
を
見
る
と
、
イ
モ
ガ
イ

製
縦
型
貝
輪
着
装
人
骨
は
、
遺
跡
南
東
部
に
、
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
存
在
し
（
K
I
－－

K
l
9
・
C
｜
4

－
E
号
石
結
）
、
付
近
よ
り
ベ
ン
ケ
イ

と
推
定
さ
れ
、

お
号
墓
出
土
。
コ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輪
も
そ
の
時
期
に
お
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ガ
イ
製
貝
輸
が
出
土
す
る
。

オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
員
輸
は
遺
跡
北
東
部
に
グ
ル
ー
プ
を
な
す
（
1
号
敷
石
墓
・
必
号
土
拡
墓
－

U
号
敷
石
墓
・
切
手
J

土
拡
墓
）
。
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輸
の
う
ち
、

乙
こ
で
扱
う
「
大
友
型
」
と
す
る
も
の
は
、
前
記
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
着
装
人
骨
の
グ
ル
ー
プ
内
に
あ

り
、
諸
問
型
は
そ
れ
ら
の
北
西
部
に
接
し
て
存
在
す

μ。
乙
の
あ
り
方
か
ら
す
る
と
、
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
貝
輪
が
南
方
的
特
徴
の
一
つ

だ
と
す
れ
ば
、
大
友
型
員
輪
の
南
方
的
性
格
を
否
定
で
き
な
い
が
、
諸
問
型
貝
輸
を
伴
う
と
と
を
考
え
る
と
、
北
部
九
州
弥
生
文
化
の
中

で
と
ら
え
ら
れ
、
現
在
は
西
北
九
州
的
特
徴
の
内
で
考
え
て
お
き
た
い
。

E

小
川
島
貝
塚

一
九
七
五
年
八
月
、
富
桝
憲
次
・
河
児
哲
司
・
原
口
決
泰
氏
等
地
元
研
究
者
及
び
、
唐
津
東
高
生
及
び

O
B等
に
よ

っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
貝
塚
で
あ
る
。
逃
跡
は
、
小
川
島
の
南
面
し
た
小
湾
に
、
西
側
の
山
地
か
ら
東
へ
せ
り
出
し
た
砂
正
上
に
営
ま
れ

て
お
り
、
現
在
田
島
神
社
・
保
育
園
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。
遺
跡
は
縄
文
中
期
1
晩
期
・
弥
生
前
期
1
後
期
・
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時

前
述
の
よ
う
に
、

代
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
貝
層
を
形
成
す
る
が
、
縄
文
・
弥
生
・
歴
史
の
各
時
代
毎
に
少
し
づ
っ
地
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
遺
跡
は
、
埋



葬
遺
跡
で
も
あ
り
、
保
育
園
建
設
時
に
二
体
（
一
体
は
両
側
上
顎
犬
歯
抜
歯
が
あ
る
）
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
埋
葬
人
骨
二
体
（
他
に
散
乱
人
骨

二
体
分
）
が
検
出
さ
れ
、
以
前
に
二
体
ほ
ど
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
が
再
び
埋
め
戻
さ
れ
、
現
在
上
に
詞
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
乙
れ
ら
人

骨
は
、
砂
丘
北
側
部
分
約
叩

m
四
方
に
集
中
し
、
墓
地
を
形
成
し
て
い
る
。
時
期
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
付
近
よ
り
出
土
す
る
土
器
片

よ
り
し
て
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
前
期
頃
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
問
題
と
す
る
貝
輪
片
（
第
二
図
）
は
、
こ
れ
ら
埋
葬
地
か

ら
西
へ

m
m程
離
れ
た
J
区
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
土
層

κ近
く
層
が
不
安
定
で
、
時
期
の
決
定
は
で
き
な
い
。
夜
臼
式
、

夜
日
・
板
付
E
式
、
中
期
初
頭
の
屑
の
あ
る
D
区
は
、

J
区
よ
り
約
却

m
程
離
れ
て
お
り
、
関
係
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
時
期
は
不

明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
逆
に
大
友
遺
跡
例
よ
り
し
て
弥
生
前
期
後
半
と
推
定
す
る
他
は
な
い
。

且
輸
は
、
単
独
一
個
で
し
か
も
小
破
片
で
あ
り
、
着
装
さ
れ
て
い
た
も

ωが
遊
離
し
た
も
の
と
は
、
た
だ
ち
に
考
え
ら
れ
な
い
。
ゴ
ホ

ウ
ラ
員
螺
背
部
の
利
用
部
位
・
製
作
上
の
特
長
は
大
友
遺
跡
例
と
同
様
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
復
元
内
孔
径
は
5
仰
程

で
、
大
友
遺
跡
側
に
く
ら
べ
る
と
か
な
り
小
ぷ
り
で
あ
る
。
貝
輸
の
上
縁
に
縦
の
刻
目
が
認
め
ら
れ
る
が
、
小
川
島
遺
跡
に
お
け
る
こ
の

員
輸
が
、
元
来
円
環
状
の
貝
輸
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
か
疑
問
な
点
が
あ
り
、
貝
輸
の
再
生
利
用
の
た
め
の
加
工
と
も
考
え
ら
れ

る
。
大
友
遺
跡
と
は
海
上
6
加
を
隔
て
た
対
岸
に
あ
り
、
大
友
遺
跡
で
も
両
側
上
顎
犬
歯
抜
歯
人
骨
が
検
出
さ
れ
て
お
り
両
遺
跡
の
つ
な

が
り
は
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
大
友
遺
跡
同
様
、
『
説
士
山
』
倭
人
伝
の
「
水
人
」

到
の
考
え
ら
れ
る
遺
跡
で
あ
る
。

・
『
肥
前
国
風
土
記
』
に
み
ら
れ
る
「
白
水
郎
」
の
活

E

中
山
貝
塚

広
島
県
広
島
市
中
山
町
東
谷
に
あ
り
、

五
八
年
十
二
月
（
第
二
次
）
の
二
回
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

広
島
大
学
を
中
心
と
し
て
（
団
長
松
崎
寿
和
広
大
教
授
）
、

一
九
五
八
年
八
月
（
第
一
次
）
、

九

貝
塚
は
広
島
湾
に
の
ぞ
む
小
丘
陵
の
先
端
部
に
あ
り
、
遺
跡
地
の
標
高
山

m
で
西
か
ら
東
へ
傾
斜
す
る
面
に
堆
積
す
る
。
貝
種
は
、
内

湾
性
の
貝
種
の
堆
積
を
み
る
。
貝
輸
は
、
本
稿
で
取
り
扱
う
大
友
遺
跡
例
類
似
貝
輪
片
と
、
岡
山
県
門
田
遺
跡
（
岡
山
県
立
博
物
館
一
九
七

所
謂
広
間
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

。



所
謂
広
田
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一O
二

ご
、
香
川
県
紫
雲
出
遺
跡
（
小
林
・
佐
原
一
九
六
四
）
出
土
員
輸
と
類
似
し
た
形
を
持
つ
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
諸
此
却
に
分
類
さ
れ
る
貝
輸
が
出

土
し
、
他
に
二
枚
貝
製
貝
輸
が
出
土
し
て
い
る
。
大
友
遺
跡
例
類
似
貝
輸
は
、
明
確
な
隠
位
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
土
し
た
部
分
よ
り
弥

生
中
期
に
属
す
る
遺
物
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
山
E
式
（
前
期
末
）
と
考
え
て
も
良
い
こ
と
で
あ

h
d。
員
輸
は
、
小
片
で
あ
り
貝
輪

と
断
定
し
が
た
か
っ
た
が
、
大
友
遺
跡
例
と
比
較
す
る
と
、
大
き
さ
・
加
工
法
は
す
べ
て
同
じ
で
、
大
友
遺
跡
例
と
同
じ
形
態
を
持
つ
貝

輪
の
破
片
と
し
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

回
小
結

さ
て
以
上
検
討
し
て
き
た
三
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
貝
輸
は
、

い
ず
れ
も
弥
生
時
代
前
期
後
半
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
。
コ
ホ
ウ
ラ
製
員

輸
の
九
州
本
土
に
お
け
る
最
も
古
い
例
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
貝
輸
は
、
断
面
「
ハ
」
の
字
形
を
な
す
広
田
遺
跡
例
に
比
較
し
て
、
外

屠
部
を
取
り
込
み
そ
の
厚
み
を
平
垣
に
研
磨
し
、
全
体
と
し
て
扇
平
な
感
じ
を
与
え
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
二
枚
貝
製
員
輸
的
感
じ

を
与
え
る
員
輸
で
あ
る
と
い
え
る
。

出
土
遺
跡
は
、
い
ず
れ
も
海
岸
部
に
近
い
遺
跡
で
小
川
島
民
塚
・
中
山
貝
塚
は
貝
塚
を
形
成
す
る
。
三
追
跡
と
も
二
枚
貝
製
員
輸
を
持

ち
、
特
に
大
友
遺
跡
で
は
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
貝
輪
を
着
装
し
た
人
骨
が
多
い
な
ど
、
埋
葬
遺
構
の
種
類
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
西
北
九
州
海

岸
部
の
埋
葬
遺
跡
で
の
あ
り
方
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
三
遺
跡
の
具
輸
は
、
形
態
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
い
っ
て
良
く
、
同
一
個
所
で

製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
い
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
乙
の
形
態
を
持
つ
且
輸
は
、
広
田
遺
跡
を
中
心
と
す
る
南
島
地
方
で
は
現
在

ま
で
の
と
乙
ろ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
時
期
的
に
も
広
田
遺
跡
例
に
先
行
す
る
な
ど
、
素
材
の
点
は
別
に
し
て
現
在
の
と
ζ

ろ
直
接
結
び

つ
け
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
鹿
児
島
県
高
橋
貝
塚
（
弥
生
時
代
前
期
前
半
）
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輪
未
製
品
の
中
に
、
こ
の
大
友
遺
跡
例
の
未

製
品
と
し
て
も
不
都
合
の
な
い
も
の
が
払
卵
、
高
橋
貝
塚
と
の
結
び
つ
き
は
、
考
慮
の
対
象
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
所
謂
広
田
型
貝
輪
と
分
布
及
び
年
代
が
異
な
り
、
意
図
す
る
形
も
異
な
っ
て
お
り
、
広
岡
遺
跡
出
土
例
を
従
来
通
り
広

田
型
と
し
、
大
友
遺
跡
出
土
例
を
中
心
と
し
た
貝
輸
を
、
背
面
利
用
員
輸
の
一
種
と
し
ハ
セ
「
大
友
型
貝
輪
」
の
名
称
で
と
ら
え
て
お
き
た
い
。



1ユ
繁
根
木
型
貝
輪

山
貝
輪
の
形

大
友
型
と
同
じ
く
、
背
面
貝
輪
と
し
て
広
田
型
に
分
類
さ
れ
て
い
た
貝
輪
で
あ
る
が
、
永
井
日
目
文
氏
が
、
南
島
に
主
要
分
布
を
持
つ
所

調
広
田
型
貝
輪
（
亜
型
A
）
と
区
別
し
て
、
広
田
型
亜
型
B
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
永
井
氏
は
、
第
出
回
人
類
学
・
民
族
学
連
合
大
会
（
一

九
七
七
年
十
月
）
で
口
頭
発
表
し
、
一
九
七
八
年
一
月
の
朝
日
新
聞
社
主
催
「
古
代
を
掘
る
1

博
多
の
地
下
二

O
O
O年
」
展
に
お
い
て
、

そ
れ
に
型
式
名
を
付
し
て
「
繁
根
木
型
貝
輪
」
と
し
て
分
類
し
た
。

述
〈
口
大
会
発
表
要
旨
（
永
井
一
九
七
八
）
に
よ
れ
ば
、
「
背
面
の
利
用
部
が
著
し
く
拡
大
し
て
い
る
の
が
特
長
で
、
螺
塔
及
び
前
溝
側
へ

の
延
び
が
ひ
ど
く
、
長
径
団
側
・
幅
径
日
明
に
達
す
る
。
内
孔
は
倒
卵
形
に
近
い
」
と
し
て
い
る
。
補
足
的
な
説
明
を
加
え
る
と
、
ゴ
ホ

ウ
ラ

H
螺
背
部
を
殻
口
面
に
ほ
ぼ
平
行
に
殻
頂
部
よ
り
切
り
は
な
し
、
螺
背
部
中
央
に
径
6
1
7
仰
の
円
形
又
は
倒
卵
形
の
穴
を
あ
け
て

い
る
。
名
木
野
古
墳
（
福
岡
県
）
例
よ
り
み
れ
ば
、
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、

a
類
・
殻
頂
部
ま
で
完
全
に
取
り
入
れ
た
も
の
、

b
類
・
螺

塔
の
次
体
層
・
螺
層
の
一
部
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
全
体
的
に
丸
み
を
お
び
、
所
謂
広
田
型
に
似
る
が
、
前
溝
側
へ
の
び
る
。
し
か

し
、
乙
の
二
者
は
、
作
り
方
・
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
基
本
的
に
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
い
て
そ
の
特
色
を
い
え
ば
、
以
下
に
検
討

す
る
遺
跡
で
の
あ
り
方
は
、

一
点
し
か
出
土
し
な
い
場
合
は

a
類
の
み
で
、
二
点
以
上
出
土
し
た
場
合
に
b
類
が
み
と
め
ら
れ
る
事
が
あ

げ
ら
れ
る
。

こ
の
種
の
貝
輸
は
、
永
井
氏
が
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
出
土
す
る
遺
跡
は
、
古
墳
時
代
に
限
ら
れ
、
特
異
な
分
布
を
示
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
出
土
遺
跡
は
、
次
の
七
遺
跡
で
あ
る
。

ー
、
繁
根
木
古
墳
（
熊
本
県
玉
名
市
）

2
、
名
木
野
古
墳
（
福
岡
県
山
門
郡
瀬
高
町
）

3
、
関
行
丸
古
墳
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

所
講
広
国
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
〉

一O
三



所
謂
広
田
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一O四

4
、
塚
堂
古
墳
（
福
岡
県
浮
羽
郡
吉
井
町
）

5
、
宝
満
宮
古
墳
〈
福
岡
県
朝
倉
郡
杷
木
町
）

6
、
櫨
山
古
墳
（
福
岡
県
飯
塚
市
）

7
、
大
坪
地
下
式
横
穴
（
宮
崎
県
東
諸
県
郡
国
富
町
）

間
繁
根
木
型
貝
輸
出
土
遺
跡

I
、
繁
根
木
古
墳

熊
本
県
玉
名
市
繁
根
木
に
初
り
、
円
墳
で
頂
上
に
舟
形
石
棺
を
持
ち
、
主
体
部
と
し
て
方
形
プ
ラ
ン
の
横
穴
式
石
室
が
あ
る
。
貝
輸

は
、
明
治
十
七
i
八
年
頃
、
頂
上
に
あ
る
舟
形
石
棺
内
よ
り
、
直
万
五
本
・
不
明
鉄
器
・
槍
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
貝
輸

は
、
三
個
出
土
し
た
と
す
る
が
、
梅
原
末
治
氏
調
査
時
に
は
二
個
現
存
し
て
い
た
。
出
土
状
態
等
は
不
明
で
あ
る
。

貝
輸
に
は
、

a
類
・

b
類
の
2
タ
イ
プ
が
認
め
ら
れ
る
。
大
き
さ
は
、

a
類
、
外
形
川
×
則
明

内
孔
径
川
×

M
叩

高
さ

b
類
、
外
形

日
明

則
×
何
冊

内
孔
径
口
×

M
河
川

高
さ

川
棚

で
あ
る
。

b
類
貝
輸
の
前
溝
付
近
外
商
に
、
径
2
慨
深
さ
M
棚
程
の
凹
み
が
外
隷
に
そ
っ
て
五
個
認
め
ら
れ
る
。
人
工
的
な
も
の
と
思
わ

れ
る
も
確
定
的
で
な
い
。
人
工
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
装
飾
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
貝
輸
を
出
土
し
た
舟
形
石
棺
は
、

内
側
を
制
り
ぬ
き
、
蓋
は
屋
根
形
を
な
す
が
突
起
を
持
た
ず
、
棺
身
の
両
小
口
に
突
起
を
持
つ
。
舟
形
石
棺
は
、
菊
池
川
流
域
に
多
い
形



。

C)  

i 

第5図繁根木型貝輪（a) （繁根木古墳出土）



。

？”ヨ

第B図繁根木型貝輪（b) （繁根木古演出土）

所
謂
広
川
型
只
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一O六



五
世
紀
中
頃
に
盛
行
す
る
が
、
寄
棟
形
に
近
い
蓋
を
持
ち
、
や
や
時
代
が
下
が
る
と
思
わ
れ
る
。
石
室
は
、
方
形
プ
ラ
ン
で
、
四

周
に
障
壁
を
持
つ
割
石
積
で
持
ち
送
り
式
の
壁
を
持
ち
寄
窪
形
天
井
を
な
す
。
石
室
内
よ
り
横
矧
板
鋲
留
式
短
甲
・
小
札
鋲
留
式
眉
庇
付

宵
が
出
土
し
て
い
る
。
石
棺
と
石
室
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
時
期
的
に
は
似
て
い
る
と
考
え
事
り
れ
、
五
世
紀
後
半
代
（
古
墳
前

式
で
、

期
W
H
期
）
と
い
え
る
。

E
、
名
木
野
古
墳

福
岡
県
山
門
郡
瀬
高
町
小
田
に
あ
り
、

9
号
墳
は
円
墳
で
、
石
室
は
調
査
者
の
い
う
横
穴
式
石
室
I
類
に
当
た
る
（
瀬
高
町
教
委
一
九
七
七
）

0

上
に
割
石
の
平
積
を
行
う
。

一
九
七
六
年
十
月
1
十
一
月
に
、
福
岡
県
文
化
諜
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
。
貝
輸
の
発
見
さ
れ
た

長
方
形
プ
ラ
ン
で
基
部
に
や
や
大

き
め
の
割
石
を
据
え
、

古
墳
の
年
代
は
、

9
号
墳
周
構
内
出
土
土
訴
か
ら
五
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
人
骨
は
、
四
体
以
上
検
出
さ
れ
て
お
り
、
貝
輸
は
左
壁
に
寄
っ
て
石
室
中
軸
線
に
平
行
な
人
骨
の
下
肢
付
近
に
員
輪
外
側
面
を
表
に

し
て
控
に
平
行
に
二
個
並
ん
で
出
土
し
て
い
る
。
石
室
内
人
骨
は
乱
れ
て
お
り
、
貝
輪
も
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し

た
が
っ
て
着
装
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
副
葬
品
と
し
て
陸
か
れ
て
い
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

貝
輸
の
大
き
さ
は
、

外
形
山
×
山
叩

内
孔
径
口
×
日
明

a 
類

高
さ
川
仰

b
類

外

形

山

×

川

ω

内
孔
径
川
×
日
叩

高
さ

M
仰

で
あ
り
、
外
形
は
大
き
さ
形
と
も
若
干
異
な
る
が
、
内
孔
径
は
ほ
ぼ
同
じ
数
値
を
示
す
。

所
謂
広
間
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一O
七



所
謂
広
田
型
貝
愉
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
〉

一O
八

E
 
関
行
丸
古
墳

佐
賀
県
佐
賀
市
久
保
泉
町
川
久
保
字
神
上
に
あ
る
前
方
後
円
墳
（
全
長
田

m
）
で
、
一
九
五
七
年
五
月
佐
賀
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

発
掘
調
査
さ
れ
た
（
渡
辺
一
九
五
八
）
。
主
体
部
は
後
円
部
の
前
半
部
で
中
軸
線
よ
り
北
寄
り
に
あ
り
、
北
側
の
く
び
れ
部
に
向
か
っ
て
閉

口
す
る
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
長
さ
川

m
・
巾
M
m
の
長
方
形
プ
ラ
ン
を
持
ち
、
腰
石
に
大
き
な
石
を
置
き
、
そ
の
上
に
小
形
の
石
を
平

積
に
し
て
せ
り
上
げ
、
蒲
鉾
形
天
井
を
つ
く
る
。
奥
壁
に
接
し
て
仕
切
り
石
に
よ
っ
て
三
局
床
を
設
け
る
（
第
七
図
1
）
。
北
壁
に
接
し
て

一
床
（
第
1
屍
床
）
、
奥
壁
に
平
行
し
て
二
床
（
第
2

・
3
屍
床
）
を
設
け
る
。
構
築
順
序
は
、
そ
の
作
り
方
か
＝
り
す
れ
ば
、
奥
援
に
接
し
た

第
2
屍
床
、
北
壁
に
接
し
た
第
1
民
床
・
第
2
防
床
に
接
し
た
第
3
毘
床
と
な
る
。
石
室
内
は
、
天
井
部
と
羨
門
部
を
除
き
す
べ
て
に
鉄

丹
が
塗
ら
れ
る
。
石
室
内
腰
石
上
而
の
レ
ベ
ル
に
棋
状
の
平
石
が
、
各
壁
面
数
個
づ
っ
差
し
込
ま
れ
て
い
る
。

貝
輸
は
、
第
2
民
床
や
や
南
寄
り
奥
壁
に
接
し
て
あ
り
、
歯
牙
の
位
置
か
ら
す
る
と
、
南
向
頭
位
埋
葬
人
骨
（
性
別
不
明
・
若
年
）
の
右

手
に
着
装
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
貝
輸
は
内
側
面
を
上
に
、
殻
頂
部
を
奥
壁
に
向
け
て
、
推
定
さ
れ
る
埋
葬
人
骨
に
直
角
の
位
置

で
出
土
し
て
円
る
。
貝
輸
は
殻
頂
部
よ
り
と
り
入
れ
た
も
の
で
（
a
類
）
、
外
形
は
山
×
叩
仰
で
あ
る
。
内
孔
径
は
内
孔
面
が
欠
損
し
不

明
で
あ
る
。
第
2
屍
床
に
は
、
北
頭
位
で
石
枕
を
持
ち
、
金
銅
冠
破
片
・
珠
文
鏡
を
持
つ
も
う
1
体
の
埋
葬
人
骨
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

他
に
、
第
3
屍
床
よ
り
、
イ
モ
ガ
イ
製
横
型
貝
輪
が
一
個
出
土
し
て
い
る
。
羨
門
外
よ
り
三
環
鈴
が
出
土
し
て
お
り
、
石
室
構
造
は
横
穴

式
石
室
と
し
て
古
式
に
属
す
る
佐
賀
県
横
田
下
古
墳
よ
り
後
出
的
で
あ
り
、

〉
－

U
・五

O
O年
前
後
、
五
世
紀
後
半
に
年
代
を
お
い
て
い
る
。

後
期
の
発
達
し
た
横
穴
式
石
室
と
異
な
る
こ
と
に
よ
り

町
、
塚
堂
古
墳

福
岡
県
浮
羽
郡
吉
井
町
宮
田
に
あ
り
、
付
近
に
月
の
岡
・
日
の
岡
古
墳
が
あ
る
。

一
九
三
四
年
八
月
に
前
方
部
に
石
室
が
発
見
さ
れ
、

宮
崎
勇
蔵
氏
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
（
宮
崎
一
九
三
五
）
。
石
室
は
前
方
部
中
央
西
端
に
あ
り
、
横
穴
式
石
室
で
あ

る
。
羨
道
は
な
く
、
長
方
形
プ
ラ
ン
（
口
×
川

m
）
を
な
し
、
高
さ
山

m
の
割
石
小
口
積
の
石
室
で
あ
る
。
奥
壁
下
に
長
さ
川
叩
・
巾
話
仰



・
高
さ
お
仰
の
石
床
を
置
き
、
上
に
短
甲
2
個
、
鉄
鉱
数
十
本
を
の
せ
る
。
石
床
前
面
左
方
に
短
甲
と
衡
角
式
曽
が
置
く
。
埋
葬
人
骨
両

脇
に
直
万
を
2
本
づ
っ
置
き
、
的
製
神
獣
鏡
を
足
元
左
方
に
置
く
。
床
面
よ
り
川
ー
は

m
の
高
さ
に
、
長
さ
店
冊
程
の
属
平
な
石
を
利
用

し
た
石
棚
を
奥
壁
・
左
右
両
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
二
個
づ
っ
設
け

μ。

貝
輸
は
、
石
室
中
軸
線
上
に
埋
葬
さ
れ
た
人
骨
の
右
側
上
腕
付
近
に
、
内
側
面
を
上
に
し
て
検
出
さ
れ
た
（
第
七
図
2
）
0

人
骨
は
、
歯

牙
の
残
存
は
良
好
で
あ
る
も
、
凶
肢
骨
等
は
、
白
色
の
痕
跡
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
先
き
に
み
た
関
行
丸
古
墳
よ
り
以
上
に
貝
輸
の
着
装

状
況
（
？
）
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
、
着
装
さ
れ
て
い
た
と
断
定
で
き
る
資
料
と
は
い
え
な
い
。
貝
輸
は
、
外
径

H
×
日
明
で
、
関
行
丸
古
墳
と
同
様
、
内
孔
部
分
を
九

ω。
形
は

a
類
に
属
す
る
。

一
九
五
三
年
の
後
円
部
石
室
の
調
査
で
は
、
三
環
鈴

が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
関
行
丸
古
墳
と
編
年
的
位
置
の
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

v、
宝
満
宮
境
内
石
棺

福
岡
県
朝
倉
郡
把
木
町
志
波
に
あ
り
、
前
述
の
塚
堂
古
墳
と
は
、
筑
後
川
を
は
さ
ん
で
対
置
す
る
。
宮
崎
勇
蔵
氏
が
、
塚
堂
古
墳
の
報

全
く
同
形
同
類
の
も
の
で
あ
る
。
」

告
の
中
で
「
昭
和
六
年
比
の
古
墳
の
北
方
半
里
筑
後
川
を
越
え
た
朝
倉
郡
志
波
村
宝
満
境
内
の
箱
式
石
棺
内
よ
り
出
土
し
て
い
る
貝
釧
と

（
宮
崎
一
九
三
五
）
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
島
田
寅
次
郎
氏
の
「
朝
倉
士
山
波
村
宝
満
宮
境
内
古

墳

（
島
同
一
九
三
二
）
の
報
告
に
は
、
貝
輸
出
土
の
記
載
は
な
い
。
島
田
氏
が
直
接
調
査
に
あ
た
っ
た
の
は
、

一
九
＝
二
年
七
月
二
十
二

日
発
掘
の
箱
式
石
棺
で
あ
り
（
2
号
石
棺
と
仮
称
）
、

周
年
六

1
七
月
の
雨
で
崩
壊
露
出
し
た
石
棺
（
l
号
石
棺
と
仮
称
）
は
、
簡
単
に
ふ
れ

－
号
石
棺
よ
り
貝
輸
が
出
土
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
－
号
石
村
よ
り
珠
文
鋭
一
個
・
万
剣
五
倒
・
姶
一
個
・
胸
甲

破
片
が
出
土
し
、
約
一

m
程
離
れ
た

2
号
石
棺
（
内
径
削
×

m
m
）
内
よ
り
は
、
埋
葬
人
骨
二
体
（
頭
の
位
置
を
そ
れ
ぞ
れ
反
対
に
置
く
）
あ
り
、

横
矧
板
鋲
留
式
短
甲
・
胃
・
鉄
鉱
・
鉄
斧
・
欽
万
が
出
土
し
て
い
る
。

1
・
2
号
石
棺
と
も
円
墳
の
上
に
営
ま
れ
た
も
の
で
、
時
期
的
差

て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

は
な
い
と
思
わ
れ
、
珠
文
鏡
・
短
甲
な
ど
か
ら
塚
堂
古
墳
と
ほ
ぼ
似
た
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。
貝
輸
は
、
見
て
お
ら
ず
、
そ
の
細
か
な
形

状
は
不
明
で
あ
る
。

所
詞
広
田
型
具
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一O
九



所
調
広
川
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

。

官
、
櫨
山
古
墳

福
附
県
飯
塚
市
西
町
字
楠
山
に
あ
る
円
墳
で
、
梢
穴
式
右
京
を
持
つ
。
高
橋
健
自
民
に
よ
っ
て
、
繁
根
木
古
墳
出
土
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
只
輸

と
同
種
類
の
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
（
高
橋
一
九
二
五
）
。
詳
細
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
新
羅
で
製

作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
霊
飾
付
帯
金
具
が
出
土
し
て
お
り
、
古
墳
は
六
世
紀
代
に
下
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

司
、
大
坪
地
下
式
横
穴
古
墳

宮
崎
県
東
諸
県
郡
国
富
町
大
字
八
代
字
大
坪
に
あ
る
。
前
述
六
例
と
地
域
は
大
き
く
異
な
り
、
遠
く
宮
崎
県
に
と
び
、

イ
モ
ガ
イ
製
横

型
貝
愉
を
比
較
的
多
く
出
土
す
る
地
下
式
横
穴
古
墳
群
の
分
布
す
る
地
域
に
あ
る
。

一
九
六
八
年
に
発
見
、
石
川
恒
太
郎
氏
に
よ
っ
て
調

資
さ
れ
た
（
石
川
一
九
六
O
）
。
調
査
時
に
は
、
す
で
に
造
物
は
持
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
人
骨
の
埋
葬
状
態
、
遺
物
の
出
土
状
態
は
不
明
で

あ
る
。
玄
京
は
妻
入
り
で
、
長
さ

4
m
、
巾
は
南
開
で

M
m
、
北
限
で
川

m
と
細
長
く
、
天
井
の
高
さ
は
m
m
で
屋
根
形
を
な
す
。
埋
葬

一
方
は
女
性
ら
し
い
と
い
う
。
副
葬
品
は
、
貝
愉
一
個
の
他
に
、
猷
形
鋭
（
径
M
m
）
・
剣
・
鹿
角
製
万
装
具
・

人
什
は
、
二
体
分
あ
り
、

鉄
斧
・
鍍
・
刀
子
が
あ
る
。
地
下
式
横
穴
古
墳
の
比
較
的
古
い
形
式
で
あ
り
、
副
葬
品
か
ら
も
五
世
紀
末
の
年
代
を
推
定
し
て
い
る
。

貝
輸
は
、
外
形
則
×
山
印
、
内
孔
径
は

M
×
M
仰
で
ほ
ぼ
円
形
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
弥
生
時
代
に
お
い
て
、
南
方
産
貝
製

貝
輸
の
出
土
例
の
な
い
宮
崎
県
内
に
お
け
る
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
貝
輸
の
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
イ
モ
ガ
イ
製
横
型
貝
輪
も
す
べ
て
古
墳
時
代

に
入
っ
て
か
ら
出
現
す
る
も
の
で
、
九
州
北
部
地
域
と
は
異
な
っ
た
流
れ
と
し
て
、
宮
崎
・
大
分
・
福
岡
（
豊
前
地
方
）
と
い
っ
た
、
九
州

東
海
岸
に
お
け
る
イ
モ
ガ
イ
製
横
型
貝
輸
の
流
れ
の
上
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問
小
結

以
上
、
永
井
昌
文
氏
が
広
田
型
亜
型
B
と
し
た
貝
輸
出
土
逃
跡
を
検
討
し
て
き
た
が
、

乙
こ
で
再
び
ま
と
め
て
考
え
て
み
る
。

貝
輸
を
、
名
木
野
9
号
墳
出
土
例
に
よ
っ
て
、

a
－

b
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は

a
類
に
属
し
、

b
類
は
複
数
個
出
土

し
た
繁
根
木
古
墳
・
名
木
野
古
墳
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。

a
類
・

b
類
の
違
い
は
、
外
形
の
大
き
さ
に
現
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
内
孔
径
に



述
い
は
な
い
。
日
輸
の
大
小
は
、
原
料
と
な
る
ゴ
ホ
ウ
ラ
只
の
大
き
さ
に
左
右
さ
れ
る
而
が
あ
る
が
、

れ
も
縦
長

H
S
M
m
、
柿
巾
叩

1
1
m
と
似
か
よ
っ
た
大
き
さ
を
示
し
、
原
材
料
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
も
、
ほ
ぼ
似
た
大
き
さ
の
も
の
を
用
い

a
類
只
輸
は
、
そ
の
外
形
が
い
ず

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
形
は
休
附
部
を
取
り
去
り
、
政
頂
部
・
一
川
品
川
を
と
り
込
ん
だ
螺
背
郊
の
周
聞
を
格
形
し
、
そ
の
中
央
部
に
径
7

明
前
後
の
円
形
V
〈
は
倒
卵
形
の
孔
を
穿
つ
だ
け
で
、
比
較
的
原
材
料
の
姿
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
製
作
に
あ
た
っ
て
個
人
差
・
形
の
パ
リ

い
ま
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
近
接
し
た
地
域
に
分
布
す
る
こ
と
は
、

〈

白

〉

そ
の
只
輸
の
供
給
地
が
同
一
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
強
い
。

エ
l
シ
ョ
ン
が
山
山
に
く
い
事
は
事
実
で
あ
る
が
、

乙

ω植
の
貝
輸
の
着
装
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
貝
輸
の
出
土
状
態
の
判
明
し
て
い
る
遺
跡
が
三
例
（
塚
堂
古
墳
・
関

行
丸
十
川
明
・
名
水
野
9
号
峨
）
で
あ
る
が
、
名
木
野
9
号
墳
の
場
合
、
原
位
置
と
は
い
い
が
た
い
聞
が
あ
る
の
で
、
結
局
、
塚
堂
古
墳
・
関

行
丸
六
岐

ω一
一
例
の
み
で
あ
る
。
塚
位
古
墳
で
は
、
右
手
川
付
近
に
あ
り
、
右
手
へ
の
若
裂
を
思
わ
せ
、
関
行
丸
古
墳
も
、
簡
牙
の
位
置

等
に
よ
り
即
一
非
人
什
の
位
置
を
推
定
す
る
と
右
側
前
腕
あ
た
り
に
相
当
し
、
着
装
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
程
度
で
、
確
実

次
に
、

な
着
法
例
は
な
く
、
ま
し
て
生
前
着
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
は
い
ま
の
と
こ
ろ
凡
当
た
ら
な
い
。
弥
生
時
代
に
お
け
る
ゴ
ホ
ウ

そ
の
伝
統
の
強
さ
を
考
え
る
の
で

あ
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
弥
生
時
代
と
の
問
に
一
段
階
お
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
内
孔
の
大
き
さ
か
ら
い
え
ば
、
若

ラ
製
只
輸
は
、
広
田
型
・
大
友
型
を
除
い
て
、

そ
の
多
く
は
、
男
性
の
右
前
腕
に
着
装
さ
れ
て
お
り
、

装
は
可
能
で
あ
る
。
内
孔
径
の
判
明
す
る
も
の
は
、

6
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所
調
広
田
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
〉

の
数
値
を
示
し
、
実
際
に
着
装
さ
れ
て
い
た
広
田
遺
跡
例
は
、
い
ず
れ
も
内
孔
形
が
5
1
6
仰
の
円
形
又
は
楕
円
形
を
な
す
も
の
で
、
内

孔
径
で
は
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
。

貝
輸
出
土
古
墳
が
、
九
州
の
古
墳
文
化
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
概
略
を
見
る
と
、
四
世
紀
後
半
九
州
に

お
い
て
大
和
政
権
の
九
州
進
出
の
結
果
と
し
て
畿
内
型
古
墳
が
、
北
部
九
州
か
ら
東
九
州
の
沿
岸
地
方
に
分
布
す
る
。
前
方
後
円
墳
で
、

割
石
小
口
積
の
細
長
い
竪
穴
式
石
室
を
主
な
内
部
構
造
と
し
て
持
ち
、
副
葬
品
に
は
、
鏡
・
玉
・
鉄
製
武
器
・
工
具
が
み
ら
れ
る
。
特

に
、
三
角
縁
神
獣
鏡
や
碧
玉
製
腕
飾
（
鍬
形
石
・
石
釧
・
車
輪
石
）
の
出
現
は
古
式
古
墳
を
特
色
づ
け
て
い
る
。
大
和
政
権
の
朝
鮮
半
島
に

対
す
る
前
線
基
地
的
性
格
を
北
部
九
州
は
持
っ
て
い
た
が
、
五
世
紀
前
半
代
に
な
り
老
司
古
墳
（
福
岡
市
）
に
見
ら
れ
る
竪
穴
系
横
口
式
石

室
を
成
立
さ
せ
、
さ
ら
に
五
世
紀
中
頃
大
陸
式
の
横
穴
式
石
室
を
導
入
し
、
横
田
下
古
墳
（
佐
賀
）
、
丸
隅
山
古
墳
（
福
間
）
等
が
、
北
部

九
州
地
域
に
成
立
す
る
。
五
世
紀
中
頃
畿
内
基
制
の
第
二
段
階
と
し
て
九
州
中
央
部
・
内
陸
部
に
、
長
持
形
石
棺
・
舟
形
石
棺
が
流
入
す

る
。
同
じ
く
五
世
紀
後
半
代
に
、
九
州
独
自
の
墓
制
と
し
て
、
横
口
式
家
形
石
棺
と
九
州
に
伝
統
的
な
箱
式
石
棺
を
石
室
内
に
持
ち
込
む

形
を
と
る
石
障
式
横
穴
式
石
室
を
成
立
さ
せ
る
。
乙
の
よ
う
に
五
世
紀
後
半
代
ま
で
に
畿
内
勢
力
が
九
州
地
方
に
広
く
及
び
、
そ
の
中
に

九
州
的
な
も
の
が
錯
綜
し
、
在
地
性
が
強
調
さ
れ
は
じ
め
る
。
畿
内
勢
力
が
九
州
地
方
に
及
ん
だ
と
と
は
、
文
献
的
に
は
、
景
行
紀
・
仲

哀
紀
等
に
見
ら
れ
る
県
制
の
設
置
に
よ
っ
て
う
か
が
い
う
る
。
そ
れ
ら
は
、
滋
内
型
古
墳
分
と
か
さ
な
り
、
地
域
的
に
貝
輸
出
土
古
墳
と

も
か
さ
ね
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

貝
輸
は
、
以
上
み
て
き
た
流
れ
の
中
で
、
畿
内
勢
力
の
及
ぶ
地
域
に
あ
っ
て
在
地
性
が
強
調
さ
れ
は
じ
め
た
頃
の
古
墳
に
出
土
し
て
い

る
と
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
筑
紫
君
の
勢
力
範
囲
に
分
布
す
る
初
期
の
石
人
出
土
古
墳
の
周
辺
部
に
当
た
る
肥
前
・
筑
後
・

肥
後
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
乙
と
も
考
慮
さ
れ
る
。

貝
輸
出
土
古
墳
は
、
類
似
し
た
石
室
・
副
葬
品
を
持
つ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
古
墳
の
成
立
年
代
の
同
時
性
を
示
す
材
料
で
あ
る
が
、

そ
の
古
墳
の
性
格
を
表
わ
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
関
行
丸
古
墳
・
塚
堂
古
墳
よ
り
出
土
し
て
い
る
三
環
鈴
は
、
石
山
勲
氏
に
よ
れ
ば
、



「
ほ
ぼ
五

0
0年
代
を
巾
心
と
し
た
時
期
・
甲
胃
を
伴
う
。
各
地
域
の
問
主
墳
た
る
例
多
く
、
被
葬
者
は
、
グ
国
造
軍
を
率
い
て
渡
海
し

た
一
引
の
将
！
と
恕
定
で
き
る
」
と
す
る
（
石
山
一
九
七
七
）
。
年
代
の
根
拠
と
な
る
と
と
も
に
、
初
葬
者
が
海
を
渡
る
技
術
を
持
っ
た
人

（
集
団
の
長
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
興
味
深
い
。
貝
輸
出
土
古
墳
が
、
有
明
海
周
辺
（
筑
後
川
流
域
も
含
め
て
）
に
分
布
す
る
と
い
う
と
と
は
、

海
と
の
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
南
島
海
域
産
出
貝
で
あ
る
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
品
を
有
す
る
こ
と
は
、
そ
の
入
手
に
あ

た
っ
て
品
川
要
な
点
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
最
後
に
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
貝
輸
が
、

こ
の
時
期
に
こ
の
地
域
に
何
故
副
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
検
討
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
五
世
紀
後
半
代
と
い
え
ば
、
九
州
北
部
地
方
で
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
貝
輸
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
二

O
O年
近
く
経
過
し
た

こ
と
に
な
る
。
乙
乙
で
考
え
て
み
た
い
の
は
、
車
輪
石
と
の
関
係
で
あ
る
。
以
前
、
高
橋
健
自
氏
は
、
紫
根
木
古
墳
・
櫨
山
古
墳
の
貝
輸

が
、
車
輪
石
X
は
青
銅
製
現
に
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
高
橋
一
九
二
五
）
。
し
か
し
、
現
在
に
な
っ
て
み
れ

ば
、
年
代
的
に
順
序
が
逆
転
し
、
そ
の
考
え
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
乙
の
逆
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
畿
内
型
古

墳
に
は
、
副
葬
品
と
し
て
、
碧
玉
製
腕
輪
類
が
あ
り
、
小
林
行
雄
氏
は
、
「
古
い
文
化
活
動
の
様
相
」
と
し
て
の
舶
載
鏡
の
分
与
の
後
、

「
新
し
い
文
化
活
動
の
様
相
」
と
し
て
的
製
鏡
・
碧
玉
製
腕
輪
の
分
与
を
考
え
て
い
る
（
小
林
一
九
六
一
）
。
九
州
に
は
、
こ
れ
ら
碧
玉
製

腕
輪
の
出
土
例
は

h
vい
が
、
そ
の
中
で
も
、
向
野
田
古
墳
（
熊
本
県
宇
土
市
）
は
、
そ
の
出
土
状
態
を
良
好
に
示
し
て
い
る
（
富
樫
一
九
七

八）
O

前
方
後
円
墳
の
後
円
部
中
央
の
竪
穴
式
石
室
に
お
さ
め
ら
れ
た
舟
形
石
棺
内
に
は
成
年
女
性
（
却
1ω
才
）
が
伸
展
葬
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
右
側
大
腿
骨
の
大
転
子
の
外
側
に
、
車
輪
石
は
表
面
を
上
に
し
て
石
棺
の
中
軸
に
平
行
に
置
か
れ
て
い
た
（
第
七
図
3
）
。
車
輪

石
の
白
か
れ
て
い
た
枕
世
は
、
丁
度
伸
展
葬
で
手
首
の
位
置
す
る
あ
た
り
で
、
着
装
さ
れ
て
い
た
疑
い
も
あ
る
が
、
出
土
状
態
に
乱
れ
が

な
い
こ
と
か
ら
、
調
読
者
は
埋
葬
時
に
置
か
れ
た
疑
い
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
碧
玉
製
腕
輪
の
多
く
は
、
宝
器
的
性
格
と
し
て
埋
葬
に
際

し
て
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
、
棺
の
中
で
ま
と
め
て
置
か
れ
た
り
、
丁
度
手
首
の
あ
た
り
に
置
か
れ
た
り
さ
れ
て
お
り
、
確
実
な
着
装
例
は

な
い
。
向
野
田
古
墳
の
場
合
も
、

埋
葬
時
に
置
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
他
の
例
よ
り
し
て
も
適
当
で
あ
ろ
う
。
向
野
田
古
墳
の
車
輪
石

所
刺
広

m型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一一
一
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(3）向田古墳（車輪石）

是

(2）塚堂古墳(1）＇関行丸古墳



は
、
外
形
山
×
日
明
・
内
孔
径
M
×
日
明
で
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輸
と
類
似
し
た
数
値
を
示
し
て
お
り
、
形
も
弥
生
時

代
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輸
と
違
い
鍔
広
で
似
か
よ
う
点
が
か
ぷ
。
こ
の
碧
玉
製
腕
輪
は
、
前
述
の
よ
う
に
古
墳
時
代
前
期
に
畿
内
を
中
心
に
広

ま
っ
た
も
の
で
、
古
式
古
墳
を
特
長
づ
け
る
副
葬
品
と
な
っ
て
い
る
。
向
野
田
古
境
は
一
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
に
年
代
を
置
い
て
お

り
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
只
製
貝
輸
出
土
古
墳
の
聞
に
年
代
的
空
白
が
存
在
し
、
民
接
系
譜
を
た
ど
る
と
と
が
出
来
な
い
ζ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
九
州
に
お
け
る
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
貝
輸
の
再
登
場
は
、
畿
内
型
古
墳
が
九
州
に
広
く
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
時
、
九
州
の
在
地
性
の
強

い
古
墳
が
造
ら
れ
は
じ
め
た
頃
に
あ
り
、
車
輪
石
の
持
つ
性
格
・
イ
メ
ー
ジ
を
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
大
型
貝
輪
K
求
め
た
と
と
も
考
え
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
関
行
丸
古
墳
・
塚
堂
古
墳
に
見
ら
れ
る
貝
輸
の
出
土
状
態
と
、
向
野
田
古
墳
の
車
輪
石
埋
納
状
況
の
類
似
は
そ
の
感

を
強
く
す
る
。
在
地
性
が
強
く
な
っ
た
時
と
は
い
い
な
が
ら
、
比
較
的
畿
内
勢
力
の
浸
透
し
た
地
域
に
貝
輸
出
土
古
墳
の
あ
る
と
と
も
、

こ
れ
を
一
説
付
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

古
墳
時
代
に
お
け
る
大
形
貝
輪
副
葬
例
と
し
て

川
竹
並
古
墳

v

（
福
岡
県
行
橋
市
）

間
塚
山
古
墳
（
島
根
県
簸
川
郡
斐
川
町
学
頭
）
古
墳
中
期

間
紫
金
山
丸
拠
（
大
阪
府
茨
木
市
宿
久
荘
）
古
墳
前
期

凶
龍
ケ
岡
古
墳
（
福
井
県
福
井
市
足
羽
山
）
古
墳
中
期

間
松
林
山
古
墳
（
静
岡
県
盤
回
市
新
貝
）
古
墳
前
期

附
銚
子
塚
古
墳
（
山
梨
県
八
代
郡
中
道
町
）
古
墳
前
期

間

鎧

塚

1
1開
（
長
野
県
須
坂
市
八
丁
）
古
墳
前
期

が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
山
は
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
金
隈
型
貝
輪
で
、
明
治
年
代
の
発
掘
で
出
土
状
態
不
明
で
あ
る
。
聞
も
同
じ
く
ゴ
ホ
ウ
ラ

貝
製
金
限
型
具
輸
で
あ
る
が
、
他
の
碧
玉
製
腕
輪
類
と
埋
葬
さ
れ
、
着
装
は
さ
れ
て
い
な
い
。
聞
の
塚
山
古
墳
貝
輸
は
、
貝
種
名
を
明
ら

所
調
広
旧
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一
一
五



所
前
広
間
型
只
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
〉

／＼ 

か
に
し
え
な
い
が
、
二
点
出
土
し
て
お
り
、
一
点
は
外
形
長
川
冊
、
内
孔
長
M
側
、
刊
さ
5
印
、
他
の
一
点
は
外
形
長
日
明
・
内
孔
長
M

m
・
日
さ

M
m
で
あ
る
。
島
田
貞
彦
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
（
鳥
川
一
九
二
七
）
、
石
相
内
仲
良
非
人
骨
の
両
上
肢
骨
辺
に
置
か
れ
て
い
た
と

し
、
図
而
よ
り
す
る
と
、
両
側
上
肢
の
肘
付
近
内
側
に
1
個
づ
っ
置
か
れ
て
お
り
、
着
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
間

i
mは
い
ず

れ
も
水
字
孔
製
只
輪
で
あ
る
が
、
出
土
状
態

ω明
確
な
附
は
、
狭
長
な
竪
穴
式
石
室
の
東
北
問
に
2
個
ま
と
め
て
置
か
れ
て
お
り
、
遺
休

と
は
無
関
係
の
位
置
に
あ
っ
た
。
凶
は
、
貝
種
不
明
の
那
輸
石
を
脱
し
た
と
思
わ
れ
る
貝
輪
で
ニ
個
あ
り
、
－
個
は
外
形
削
×
川
側
、
内

孔
径
M
×
日
仰
、
他
方
は
外
形
M
×
川
倒
、
内
孔
径
日
×
日
明
で
、
ニ
側
担
ね
ら
れ
て
舟
形
石
棺
の
南
隣
近
く
男
性
（
却
才
位
）
一
政
荒
骨
に

践
し
て
抗
か
れ
て
い
た
。
イ
モ
ガ
イ
製
梢
刻
一
日
ハ
輸
が
そ
れ
か
ら
若
干
離
れ
て
東
北
隅
に
あ
り
、
又
石
釧
が
、
男
性
人
骨
の
足
元
で
、
女
性

入
骨
の
左
側
に
6
個
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
古
墳
時
代
に
お
け
る
大
形
貝
輪
の
出
土
例
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
着
装
状
態
を
示
す

も
の
は
な
く
、
引
玉
製
腕
輪
類
と
似
た
出
土
状
態
を
示
し
て
お
り
、
忠
則
州
的
又
は
呪
術
的
な
も
の
と
し
て
白
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ

モ
ガ
イ
製
峨
則
一
・
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
日
輸
に
九
州
地
方
を
中
心
に
岩
波
例
が
認
め
ら
れ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
木
杭
で
扱

っ
た
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
只
愉
も
、
埋
葬
に
あ
た
っ
て
理
納
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
を
再
び
こ
こ
で
ま
と
め
て
み
る
と
、

＼
ー
に
い
l

ぃ‘
v
h
1
4
』
キ
」
由
、

fr
，9
t
1
・nH
F
L
I
t－

五
世
紀
後
半
代
と
考
え
ら
れ
る
。

同
地
域
的
に
は
、
有
明
海
周
辺
に
主
要
な
分
布
を
見
る
。

国
貝
輸
の
性
格
と
し
て
は
、
着
装
埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
す
る
よ
り
、
主
に
宝
器
的

X
は
呪
術
的
性
格
を
作
っ
た
別
葬
口
聞
と
し
て
埋
納
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
形
態
的
に
は
、
外
形
約
凶
×
叩

1
1
×
7
仰
で
、
殻
頭
部
ま
で
取
り
入
れ
、
前
溝
方
向
へ
の
仲
長
が
大
き
い
。
内
孔
径
は
約
7
×
6
ω

で
、
円
形
V

人
は
卵
形
を
な
す
。
大
き
さ
か
ら
い
う
と
市
愉
石
と
類
似
し
た
点
が
あ
る
。



と
な
り
、
所
謂
広
田
型
円
以
輪
と
は
、
か
な
り
異
な
っ
た
性
格
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
永
井
氏

の
広
田
型
亜
型
B
と
し
た
も
の
を
独
立
型
式
と
し
て
認
識
し
、
こ
の
磁
の
貝
輸
の
一
番
古
い
発
見
例
の
遺
跡
名
を
と
り
、

「
繁
根
木
型
」

と
名
付
け
た
い
。

三
、
結

語

以
上
、
従
来
広
田
型
と
称
さ
れ
て
き
た
九
州
本
土
に
お
け
る
貝
輸
を
再
検
討
し
て
き
た
が
、

は
、
広
田
遺
跡
例
と
同
じ
簡
略
に
入
る
が
、
年
代
的
・
地
域
的
・
性
格
的
に
異
な
る
点
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
岡
遺
跡
出
土
例
を
中

心
と
し
た
も
の
を
従
来
通
り
「
広
田
型
」
と
し
、
九
州
本
土
に
お
け
る
こ
者
の
う
ち
大
友
遺
跡
例
在
中
心
と
し
た
も
の
を
「
大
友
型
」
、

河
口
貞
徳
氏
の
い
う
背
面
腕
輪
と
し
て

古
墳
時
代
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
大
形
貝
輸
を
「
繁
根
木
型
」
と
し
て
分
離
さ
せ
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
大
友
型
・
繁
根
木
型
は
、

各
々
の
形
式
内
で
は
き
わ
め
て
似
か
よ
っ
た
形
を
持
ち
、
供
給
地
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
地
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
入
手
先
・
入

手
経
路
は
不
明
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
く
、
今
後
の
究
明
に
待
つ
他
は
な
い
。

回

、

お

わ

り

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
各
型
式
を
検
討
す
る
と
、
各
型
式
内
そ
れ
ぞ
れ
に
租
々
の
形
態

ω変
化
が
あ
る

ωに
気
づ
く
。
そ
の
こ
と
は
、

い
ま
ま
で
編
年
的
意
味
合
い
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
貝
輸
製
作
上
か
ら
く
る
各
貝
輸
の
特
長
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
供
給
源
と
需
要
地
と
の
関
係
を
推
定
す
る
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
註
口
－

u
・
口
で
ふ

れ
た
よ
う
に
、
各
型
式
の
個
々
の
貝
輸
を
検
討
し
て
特
長
を
抽
出
す
る
事
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
も
含
め

て
草
し
て
い
る
が
、
広
田
型
貝
愉
の
細
分
を
本
旨
と
し
て
い
た
の
で
、
他

ω型
式
に
は
ふ
れ
得
な
か
っ
た
。
杭
を
改
め
て
検
討
す
る
つ
も

所
前
広
川
型
只
輸
の
納
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一
一
七



所
謂
広
岡
型
民
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

J¥ 

り
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
筆
者
が
九
州
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
二
講
座
に
在
職
中
、
永
井
昌
文
教
授
の
指
導
に
よ
る
研
究
過
程
上
受
け
た
経
験

及
び
知
識
、
研
究
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
在
職
中
の
指
導
及
び
便
宜
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

註

註
－

珪位

2

文
献
（
永
井
一
九
七
七

a
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
れ
ま
で
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
た
艮
輸
は
、

竹
並
（
金
隈
型
）
小
川
一
八
九
O

繁
根
木
（
広
旧
型
）
高
橋
一
九
二
五

植
山
（

H

）

H

塚
堂
（

H

）
斎
藤
一
九
四
三

徳
之
島
喜
念
（

H

）
三
宅
一
九
四
三

で
あ
り
、
そ
の
他
は
、
浜
田
耕
作
氏
が
渉
野
遺
跡
の
報
告
で
（
浜
田
一
九
二
ご
、
テ
ン
グ
ニ
シ
と
し
て
か
ら
、

った。

詑
3

正
式
に
公
表
さ
れ
た
の
は
「
立
岩
遺
跡
」
の
報
告
書
（
三
島
・
橋
口
一
九
七
七
）
に
お
い
て
で
あ
る
が
が
、
一
九
七
二
年
四
月
に
行
な
わ
れ
た
展
覧

会
「
奴
国
展
」
で
、
永
井
自
国
文
・
橋
口
達
也
氏
に
よ
り
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
縦
切
り
五
型
式
、
イ
モ
ガ
イ
製
縦
切
り
横
切
り
二
型
式
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（

フ
ク
ニ
チ
新
聞
社
一
九
七
一
一
）
。

各
型
式
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
（
三
島
・
橋
口
一
九
七
七
）
に
よ
ら
れ
た
い
。

註
4

（
橋
口
一
九
七
八
）
、
（
永
井
一
九
七
八
）

註
5

「
小
川
島
員
塚
発
掘
調
査
報
告
書
」
未
刊

註
6

（
金
関
一
九
六
六
）
、
（
国
分
・
盛
圏
一
九
五
八
）
九
州
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
に
現
在
保
管
中
の
広

m遺
跡
出
土
貝
輸
に
つ
い
て
は
、
調
査
団

一
九
六
九
年
三
月
に
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
に
よ
る
艮
輸
の
完
成
を
み
た
と
し
て
い
る
。

「
テ
ン
グ
ニ
シ
」
と
す
る
事
が
多
か



（
代
表
金
関
丈
夫
氏
）
・
永
井
目
白
文
氏
の
好
意
に
よ
り
、
実
見
す
る
と
と
が
で
き
た
。
そ
の
御
配
慮
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

公
表
さ
れ
た
一
部
の
資
料
か
ら
み
た
も
の
で
あ
り
、
資
料
金
体
の
検
討
次
第
で
は
変
更
も
あ
り
う
る
。

第
一
次
調
査
分
と
し
て
は
、
文
献
（
柴
元
一
九
七

O
a
）
、
（
中
里
一
九
六
九
）
が
あ
り
、
第
二
次
調
査
分
と
し
て
は
、

九
七
一
）
、
（
佐
賀
県
文
化
課
一
九
七
三
）
、
（
河
児
一
九
七
一
）
が
あ
る
。

註
9

九
州
内
で
も
、
前
田
山
遺
跡
（
福
岡
県
行
橋
市
）
の
小
児
護
棺
（
弥
生
・
中
期
）
よ
り
サ
ル
ボ
ウ
製
の
貝
輪
1
点
が
副
葬
品
と
し
て
出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
瀬
戸
内
海
地
方
に
分
布
す
る
弥
生
時
代
に
お
け
る
二
枚
貝
製
貝
輪
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
前
岡
山
遺
跡
調
査
会
一
九
七

七
）
。

卦一臥

m
第
三
次
調
査
時
の
所
見

註
日
そ
の
特
長
と
は
、
あ
い
隣
り
合
う
貝
輸
が
、
互
い
に
密
着
し
て
着
装
で
き
る
よ
う
に
、
肘
側
位
の
貝
輸
の
外
面
（
着
装
時
の
手
首
側
）
を
、
手
首
側

の
員
輸
の
内
面
（
着
装
時
の
肘
側
）
が
う
ま
く
は
ま
り
込
む
よ
う
に
、
や
や
凹
み
ぎ
み
に
加
工
を
加
え
て
い
る
。
大
き
さ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
ろ
え
て
お

り
、
各
々
セ
ッ
ト
と
し
て
入
手
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
貝
輸
の
特
長
は
、
第
3
次
3
号
墓
（
石
棺
）
人
骨
着
装
諸
問
型
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輪
に

も
認
め
ら
れ
る
。
着
装
さ
れ
た
三
個
の
う
ち
、
肘
側
の
二
個
の
外
面
に
そ
の
加
工
が
認
め
ら
れ
、
手
首
側
の
一
個
に
は
、
そ
の
加
工
は
認
め
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
と
の
諸
問
型
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輸
は
、
先
の
イ
モ
ガ
イ
製
縦
型
貝
輪
と
同
一
場
所
で
作
成
さ
れ
、
セ
ッ
ト
と
し
て
入
手
し
た
可
能
性

が
強
い
。
又
、
九
州
内
で
の
諸
岡
型
貝
輪
と
し
て
は
、
一
番
古
い
例
に
属
す
る
乙
と
に
な
る
。

設
2

文
献
（
可
児
一
九
七
六
1
一
九
七
七
。
一
九
七
七
i
一
九
七
八
）

註
日
自
然
遺
物
の
調
査
は
未
了
で
あ
る
が
、
縄
文
1
弥
生
前
期
ま
で
の
貝
層
は
、
岩
礁
に
生
棲
す
る
小
型
巻
貝
類
が
多
く
の
比
率
を
占
め
る
が
、
弥
生
中

期
以
降
J
歴
史
時
代
に
は
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
が
多
い
。
文
、
鯨
骨
製
の
「
ア
ワ
ビ
お
と
し
」
と
さ
れ
る
も
の
、
小
型
の
「
離
頭
鋸
」
と
さ
れ
る
骨
製

品
が
出
土
し
て
い
る
。
獣
骨
類
は
、
イ
ノ
シ
シ
シ
・
シ
カ
が
優
越
す
る
乙
と
は
、
他
の
遺
跡
と
同
様
で
あ
る
が
、
ア
シ
カ
・
鯨
骨
等
大
型
晴
乳
動
物
の

出
土
を
み
る
。

註
7

註
8

（
柴
元
一
九
七

O
b、

μ［
v
・aA同
a

旦・
6

－R唱
i

中
山
貝
塚
の
諸
問
型
貝
輸
は
、
九
州
本
土
に
分
布
す
る
諸
問
型
貝
輸
と
比
較
す
る
と
、
内
孔
が
や
や
縦
長
で
、
前
溝
付
近
も
や
や
尖
り
ぎ
み
で
あ

り
、
周
縁
の
高
さ
は
や
や
低
め
で
あ
る
。
門
田
遺
跡
・
紫
雲
出
遺
跡
例
と
類
似
す
る
が
、
い
ず
れ
も
破
片
の
た
め
判
定
し
が
た
い
。
時
期
は
、
前
期
末

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
諸
岡
型
貝
輪
の
瀬
戸
内
海
に
分
布
す
る
亜
型
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
を
持
つ
。
大
友
遺
跡
第
三
次
第
3
号
墓
の
諸
問
型
貝
輸

は
、
全
体
的
に
縦
長
で
、
前
溝
側
へ
の
び
、
尖
り
ぎ
み
で
あ
る
乙
と
は
、
瀬
戸
内
海
地
方
分
布
例
に
類
似
す
る
点
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
大
友
遺
跡
例

は
、
周
縁
の
一
向
き
が
、
他
の
諮
問
型
貝
輸
に
く
ら
べ
高
い
。
諸
問
現
員
輸
も
、
－
大
友
3
号
慕
出
土
例
、

E
瀬
戸
内
海
地
方
に
分
布
す
る
も
の
（
中
山

所
前
広
間
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一
一
九



所
調
広
岡
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
〉

一二

O

例
他
）
、

E
全
体
的
に
丸
み
を
お
び
て
お
り
、
特
に
前
潜
付
近
は
丸
く
加
工
さ
れ
る
（
諸
岡
一
九
五
三
年
出
土
例
、
年
ノ
神
例
）
、

wu
全
体
的
に

E
に

比
べ
や
や
角
ば
っ
た
感
じ
で
、
前
溝
付
近
を
水
平
に
切
っ
て
い
る
も
の
（
ス
ダ
レ

K
l
L
二
塚
山

k
n例
）
の
各
種
タ
イ
プ
が
あ
り
、
大
友
例
は

金
隈
K
l
m例
に
も
似
て
、
諸
問
型
の
一
番
古
い
タ
イ
プ
と
い
え
る
。

註
日
潮
見
浩
広
大
教
授
の
御
教
示
に
よ
る
。

註
日
文
献
（
河
口
一
九
七
三
）
の
第
4
図
｜
2
。
高
橋
貝
塚
の
報
告
と
し
て
（
河
口
一
九
六
五
）
が
あ
る
。

註

η

小
悶
富
士
雄
氏
は
、
文
献
（
小
田
一
九
七
四
）
の
「
銅
釧
の
型
式
と
系
譜
」
の
表
の
中
で
、
縦
切
り
民
輸
系
｜
無
鈎
型
｜
大
友
型
（
ゴ
ホ
ウ
ラ
）
と

し
て
、
大
友
型
一
な
る
名
称
を
用
い
て
い
る
が
、
（
ゴ
ホ
ウ
ラ
と
あ
る
の
は
、
イ
モ
ガ
イ
の
誤
植
か
）
イ
モ
ガ
イ
製
縦
型
貝
輸
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
大
友
型
な
る
名
称
を
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
に
付
け
た
。
現
在
で
は
、
イ
モ
ガ
イ
縦
型
貝
輸
に
も
各
種
の
タ
イ
プ
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
橋
口
逮
也

氏
も
文
献
（
橋
口
一
九
七
八
）
で
ふ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
ζ

ろ
、
イ
モ
ガ
イ
製
縦
型
員
輸
に
は
、
－
大
浜
（
長
崎
）
例
、

E
大
友
例
、

E
二
塚
山
、

三
津
・
永
田
（
佐
賀
）
例
、
町
道
場
山
K
l
M叩
（
福
岡
）
、
三
津
永
田
（
佐
賀
）
例
の
四
つ
の
タ
イ
プ
が
知
ら
れ
る
。

I
の
大
浜
例
に
は
、
外
菌
加
工

上、

E
の
大
友
例
に
特
長
的
な
加
工
法
を
取
り
入
れ
て
お
り
近
い
関
係
に
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
小
問
氏
の
文
献
（
小
問
一
九
七
四
）
で
ふ
れ
ら
れ
て
い

る
千
々
賀
銅
釧
は
、
橋
口
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
町
タ
イ
プ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。

註
四
文
献
（
梅
原
一
九
二
五
〉
が
あ
る
。

註
四
北
部
九
州
に
お
い
て
と
の
よ
う
な
施
設
を
持
つ
石
室
は
肥
後
を
中
心
に
知
ら
れ
て
い
る
が
（
三
島
一
九
五
七
）
、
筑
後
の
塚
堂
古
墳
、
日
輪
寺
古
墳

等
石
室
構
造
の
似
か
よ
う
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
の
古
墳
に
も
み
ら
れ
る
。

註
却
貝
輪
が
も
し
、
右
前
腕
に
着
装
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
手
掌
の
位
置
が
正
位
で
あ
れ
ば
、
手
首
側
に
軟
部
及
び
骨
の
亡
失
と
と
も
に
倒
れ
た

と
と
に
な
る
。
手
掌
面
が
、
内
側
に
向
い
て
い
た
（
回
内
位
に
あ
る
）
と
す
れ
ば
、
貝
輸
は
、
外
側
方
向
に
回
転
し
、
手
首
側
に
倒
れ
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
と
れ
だ
け
で
は
着
装
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
副
葬
品
的
に
置
か
れ
た
も
の
か
判
断
が
つ
き
に
く
い
。

註
幻
胃
は
、
横
板
鋲
留
式
街
角
は
胃
で
、
短
甲
は
石
床
上
の
2
個
が
、
横
矧
板
鋲
留
式
短
甲
、
石
床
前
面
の
1
個
が
、
三
角
板
鋲
留
式
短
甲
で
あ
る
。
繁

根
木
古
墳
（
熊
本
県
）
、
宝
満
宮
古
墳
（
福
岡
県
）
に
共
通
す
る
。

註
怨
石
棚
の
う
ち
、
奥
壁
の
1
個
に
は
、
直
万
を
の
せ
た
ま
ま
発
見
さ
れ
て
い
る
。
註
却
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
佐
賀
県
関
行
丸
古
墳
に
も
見
ら
れ
る
。

註
お
塚
堂
古
墳
、
関
行
丸
古
墳
出
土
貝
輪
と
も
、
内
面
を
表
面
に
し
て
出
土
し
て
お
り
、
内
孔
部
分
は
床
面
に
接
す
る
と
と
に
な
り
、
腐
食
が
早
か
っ
た

と
恩
わ
れ
る
。

ζ
れ
を
逆
に
考
え
れ
ば
、
名
木
野
古
墳
例
が
外
側
面
を
表
に
し
て
い
た
と
と
を
考
え
る
と
、
出
土
状
態
が
不
明
で
、
内
孔
部
の
残
存
す

る
繁
根
木
古
墳
、
大
坪
地
下
式
横
穴
出
土
品
は
、
外
側
面
を
表
面
に
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。



註
民
大
坪
地
下
式
横
穴
古
墳
の
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
大
坪
古
埼
出
土
貝
輸
の
性
絡
に
つ
い
て
は
、
他
の
6
例
と
同
例
に
扱
え
な
い
面
が
あ
り
、
こ
こ
で

は
一
応
除
外
し
て
考
え
た
い
。

乙
の
穫
の
貝
輸
の
来
製
品
と
し
て
不
都
合
で
な
い
も
の
が
、
沖
縄
県
波
具
知
木
線
原
遺
跡
で
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
（
文
献
（
当
真
一
九
七
七
）
図
3

1
1）
、
年
代
に
差
が
あ
り
す
ぎ
て
結
び
つ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
又
、
と
の
程
度
の
加
プ
一
の
段
階
で
は
そ
の
後
の
加
工
い
か
ん
に
よ
っ
て

は
、
所
謂
広
田
型
貝
輪
製
作
が
可
能
で
あ
り
、
参
考
程
度
に
と
ど
め
て
お
く
。

註
お
も
ち
ろ
ん
形
を
ま
ね
て
貝
輸
を
つ
く
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
車
輪
石
の
持
つ
性
格
を
、
似
た
大
き
さ
を
持
つ
大
き
さ
に
貝
を
加
工
し
て
持

た
せ
た
と
い
う
こ
と
。
大
き
さ
を
似
せ
よ
う
と
す
る
と
や
は
り
、
南
海
産
の
大
型
貝
が
適
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

註
部
碧
玉
製
腕
輪
の
九
州
に
お
け
る
出
土
地
は
次
の
通
り
。
（
沖
ノ
島
祭
杷
遺
跡
出
土
例
を
除
く
）

鍬
形
石

・
猫
塚
古
加
（
大
分
県
北
海
部
郡
佐
賀
関
町
）
円
墳
箱
式
石
綿

車
輪
石

－
向
野
田
古
墳
（
熊
本
県
宇
土
市
）
前
方
後
円
墳
竪
穴
式
石
室
（
舟
形
石
結
）

・
大
塚
古
墳
（
熊
本
県
鹿
本
郡
鹿
本
町
津
袋
）
円
墳
長
持
形
石
棺

－
飯
氏
古
墳
（
福
岡
市
西
区
周
船
寺
）
円
墳
箱
式
石
橋
（
？
）

－U

仰
出
古
墳
（
福
岡
県
嘉
穂
郡
稲
築
町
）
前
方
後
円
墳
竪
穴
式
石
室
（
舟
形
石
棺
）

石
釧

－
谷
口
古
墳
（
佐
賀
県
東
松
浦
郡
浜
玉
町
）
前
方
後
円
墳
竪
穴
式
石
川
主
（
長
持
形
石
棺
）

・
朝
日
古
杭
（
佐
賀
県
神
埼
郡
神
崎
町
仁
比
山
）
円
墳
箱
式
石
棺

－
免
ケ
平
古
秘
（
大
分
県
宇
佐
市
）
円
墳
竪
穴
式
石
室
（
粘
土
床
）

・
野
間
3
号
償
（
大
分
県
大
分
市
）
前
方
後
円
墳
箱
式
石
棺

－
七
ツ
森
B
号
域
（
大
分
県
竹
岡
市
）
前
方
後
円
墳
箱
式
石
柏

詮
幻
車
輪
石
が
弥
生
時
代
の
南
海
底
只
製
只
輸
の
中
で
、
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
只
輸
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
従
来
い
わ
れ
て
き
て
い
る
通
り
で
あ

る。
所
謂
広
川
型
只
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）



所
謂
広
間
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
〉
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註
お

イ
モ
ガ
イ
製
横
型
貝
輪
・
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
貝
輸
を
一
応
除
外
し
て
お
く
。

ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
金
隈
型
貝
輪
文
献
（
小
川
一
八
九
O
）

文
献
（
島
田
一
九
二
七
）
ラ
ク
ダ
ガ
イ
あ
る
い
は
テ
ン
グ
ガ
イ
製
2
個

ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
金
隈
型
貝
輪

文
献
（
斎
藤
俊
一
九
六
O
）

文
献
（
後
藤
一
九
三
九
）

文
献
（
文
部
省
一
九
三

O
）

文
献
（
永
峯
・
亀
井
一
九
五
九
）

参
考
文
献

「
国
宮
町
大
坪
地
下
式
古
墳
調
査
報
告
」
宮
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
脊
お
－

u
t
m真
。
宮
崎
。

『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
｜
宗
像
郡
津
屋
崎
町
大
字
勝
浦
所
在
古
墳
群
の
調
査
』
（
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
番
目
）
福
問
。

「
熊
本
県
下
に
て
発
掘
せ
ら
れ
た
る
古
墳
の
調
査
｜
玉
名
郡
繁
根
木
の
古
墳
l
」
熊
本
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
2

．
剖
守
的
頁
・
熊
本
。

小
川
敬
養
（
一
八
九
O
）
「
豊
前
国
仲
津
郡
発
見
ノ
貝
輪
」
東
京
人
類
学
会
雑
誌
却
－

m
l
m頁
・
東
京
。

小
問
富
士
雄
（
一
九
七

O
）
「
五
島
列
島
の
弥
生
文
化
｜
総
説
篤
」
人
類
学
考
古
学
研
究
報
告
2
・
1
1叩
頁
・
長
崎
。

H

（
一
九
七
五
）
「
日
本
で
生
ま
れ
た
青
銅
器
」
古
代
史
発
掘
5
・
m
l
m頁
・
東
京
。

金
関
文
夫
（
一
九
六
六
）
「
種
子
島
広
田
遺
跡
の
文
化
」

F
U
K
U
O
K
A
U
N
E
S
C
O
3
・
福
岡
。

河
児
哲
司
ハ
一
九
七
一
）
「
説
士
山
倭
人
伝
に
活
躍
す
る
水
人
集
団
の
大
友
弥
人
生
人
」
末
威
園
初
・

5
1
7
X
・
店
律
。

H

（
一
九
七
六

l
一
九
七
七
）
「
小
川
島
員
塚
調
査

1
1
3」
末
成
国
日

1
日
・
唐
津
。

H

ハ
一
九
七
七

l
一
九
七
八
）
「
小
川
島
貝
塚
調
査
4
1
5
」
末
成
国

m
l臼
・
唐
津
。

河
口
氏
徳
（
一
九
六
五
）
「
鹿
児
島
県
高
橋
貝
塚
」
考
古
集
刊
3
｜
2
・
ぉ

t
m頁
・
東
京
。

H

（
一
九
七
一
ニ
）
「
鍬
形
石
の
祖
形
｜
松
ノ
尾
遺
跡
出
土
の
貝
製
腕
輪
」
古
代
学
研
究
初
・

1
1
U
頁
・
大
阪
。

国
分
直
一
・
盛
薗
尚
孝
（
一
九
五
八
）
「
種
子
島
南
種
子
島
町
広
田
の
埋
葬
遺
跡
調
査
概
報
」
考
古
学
雑
誌
円
相
1
1
3
・
1
1泊
頁
・
東
京
。

石
川
恒
太
郎
（
一
九
六
O
）

石
山
勲
（
一
九
七
七
）

梅
原
末
治
（
一
九
二
五
）



小
林
行
雄
（
一
九
六
一
）
「
前
期
古
墳
の
副
葬
品
に
あ
ら
わ
れ
た
文
化
の
二
相
」
古
地
時
代
の
研
究
－

m
i
m－
貝
・
東
京
。

小
林
行
雄
・
佐
原
真
〈
一
九
六
四
）
『
紫
雲
出
』
京
都
。

後
藤
守
一
（
一
九
三
九
）
『
静
岡
県
盤
国
郡
松
林
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
静
岡
。

斎
藤
忠
（
一
九
四
三
〉
「
貝
釧
と
石
釧
」
考
古
学
雑
誌
お
｜
7
・
m
t
m頁
・
東
京
。

斎
藤
優
（
一
九
六
O
〉
「
龍
ケ
向
古
墳
」
足
羽
の
古
墳
m
J
却
頁
・
福
井
。

坂
田
邦
洋
（
一
九
七
三
一
）
「
長
崎
県
根
獅
子
遺
跡
の
発
掘
調
査
」
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
乃
－

M
l
m頁
・
東
京
。

潮
見
浩
（
一
九
六
二
）
「
広
島
県
広
島
市
中
山
貝
塚
（
第
1
次
・
第
2
次
調
査
）
」
日
本
考
古
学
年
報
日
・
回
頁
・
東
京
。

柴
元
静
雄
（
一
九
七

O
a）
「
大
友
弥
生
時
代
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
1
」
新
郷
土
お
叩
・
叩
J
臼
頁
・
佐
賀
。

U

（
一
九
七

O
b）
「
大
友
弥
生
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
（
そ
の
2
）
」
新
郷
土
お

l
u
・幻

1
0頁
・
佐
賀
。

H

（
一
九
七
一
）
「
大
友
弥
生
時
代
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
（
そ
の
3
）
」
新
郷
土

M
I－－
ω
1日
頁
・
佐
賀
。

品
川

μ政
（
一
九
二
七
〉
「
出
雲
国
簸
川
郡
荘
原
村
塚
山
古
墳
に
就
て
」
歴
史
と
地
理
問

l
1
・
m
l
m頁
・
京
都
。

島
問
寅
次
郎
〈
一
九
三
ニ
）
「
箱
式
石
棺
内
に
お
け
る
合
葬
遺
跡
の
調
査
」
福
間
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
7
・
ω
1日
頁
・
福
岡
。

高
橋
健
自
（
一
九
二
五
）
「
車
輪
石
・
鍬
形
石
及
び
石
釧
の
研
究
附
貝
器
の
青
銅
化
」
考
古
学
雑
誌
日

1
6
・
7
1
n一
貝
・
東
京
。

富
鰹
卯
三
郎
（
一
九
七
八
）
『
向
野
田
古
墳
』
（
宇
土
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
2
）
・
宇
土
。

当
真
嗣
一
・
上
正
勝
・
比
嘉
賀
盛
（
一
九
七
七
〉
「
沖
縄
県
波
具
知
木
綿
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
」
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

m
・
8
1
M頁
・
東
京
。

中
里
紀
元
（
一
九
六
九
）
「
呼
子
大
友
海
岸
の
遺
蹟
」
末
厳
国
却
・

6
1
7頁
・
唐
津
。

永
井
昌
文
（
一
九
七
六
）
「
奄
美
と
貝
輪
」
人
類
科
学
mm
・
m
m
t
位
頁
・
東
京
。

H

（
一
九
七
七

a）
「
貝
輪
」
立
岩
遺
跡
－

m
t
m頁
・
東
京
。

H

（
一
九
七
七
b
〉
「
貝
輸
と
弥
生
人
」
人
間
と
文
化
・

7
1幻
頁
・
東
京
。

H

（
一
九
七
八
）
「
縦
型
貝
輸
の
う
ち
特
に
南
島
型
に
つ
い
て
」
人
類
学
雑
誌
邸
｜
2
・
m
l
m頁
・
東
京
。

峯
永
光
一
・
亀
井
正
道
（
一
九
五
九
〉
「
長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査
」
考
古
学
雑
誌
店
W
I
l
－－

1
2頁
・
東
京
。

橋
口
迷
也
（
一
九
七
八
）
「
K
｜
必
人
骨
着
装
の
民
輪
」
九
州
縦
貫
自
動
車
道
関
係
壊
蔵
文
化
財
調
査
報
告
お

m
l
m頁
・
福
岡
。

浜
田
耕
作
ハ
一
九
三
五
〉
「
貝
輸
を
入
れ
た
素
焼
壷
」
人
類
学
雑
誌
お
｜

8
1
u
・幻

i
m頁
・
東
京
。

松
崎
寿
和
・
潮
見
浩
（
一
九
六
一
）
「
広
島
県
中
山
遺
跡
」
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
（
本
文
篇
）
加

t
m頁
・
東
京
。

所
謂
広
出
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一一
一



所
謂
広
山
型
貝
輸
の
細
分
に
つ
い
て
（
木
村
）

一一一四

（
一
九
五
七
〉
「
九
州
に
お
け
る
突
起
あ
る
横
穴
式
石
室
墳
」
熊
本
史
学
mu
－－

t
u頁
・
熊
本
。

（
一
九
七
六
〉
「
弥
生
時
代
に
お
け
る
南
海
底
貝
使
用
の
腕
輪
」
日
本
民
族
と
南
方
文
化
－

m
l捌
頁
・
東
京
。

三
島
格
・
橋
口
迷
也
（
一
九
七
七
）
「
南
海
産
貝
輸
に
関
す
る
考
古
学
的
考
察
と
出
土
地
名
表
」
立
岩
遺
跡
・
似

1
制
頁
・
東
京
。

宮
崎
勇
蔵
（
一
九
三
五
）
「
筑
後
国
浮
羽
郡
千
年
村
徳
丸
塚
堂
古
墳
」
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書

m
－
n
t幻
頁
・
福
岡
。

三
宅
宗
悦
（
一
九
四
三
）
「
大
隈
国
徳
之
島
一
喜
念
原
始
墓
出
土
貝
製
品
及
び
出
土
人
骨
の
抜
歯
に
つ
い
て
」
考
古
学
雑
誌
羽

I
m
－－

i
m頁
・
東
京
。

森
貞
次
郎
（
一
九
四
九
）
「
北
九
州
古
墳
の
編
年
的
考
察
予
報
」
西
日
本
史
学
1
・
3
1
U
頁
・
福
岡
。

渡
辺
正
気
（
一
九
五
八
）
『
佐
賀
市
関
行
丸
古
培
』
（
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
7
〉
・
佐
賀
。

岡
山
県
立
博
物
館
（
一
九
七
一
）
『
特
別
展
岡
山
県
の
原
始
・
古
代
』
岡
山
。

佐
賀
県
文
化
課
（
一
九
七
三
）
『
大
友
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
（
図
録
編
）
』
（
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
幻
）
・
佐
賀
。

瀬
市
町
教
育
委
民
会
（
一
九
七
七
）
『
名
木
野
古
墳
｜
福
岡
県
瀬
高
町
小
問
所
布
古
境
携
の
発
掘
淵
在
F

報
告
i
l
』
（
湖
南
町
文
化
財
調
査
報
告
I
）
。
福
岡
・

瀬
高
町
。

フ
ク
ニ
チ
新
聞
社
（
一
九
七
二
）
『
奴
国
展
｜
稲
と
青
銅
の
弥
生
王
国
』
福
岡
。

前
田
山
遺
跡
調
査
会
（
一
九
七
七
）
『
前
岡
山
遺
跡
｜
福
岡
県
行
橋
市
前
田
山
遺
跡
の
調
査
概
報
山
（
弥
生
編
）
』
行
橋
。

文
部
省
（
上
回
三
平
）
（
一
九
三

O
）
「
山
梨
県
銚
子
塚
古
墳
附
丸
山
塚
古
墳
」
史
蹟
調
査
報
告
5
・
m
l
u頁
・
東
京
。

”島

格

（
一
九
七
九
年
十
一
月
三
十
日
稿
了
）

〔
悶
版
山
奥
〕
第
七
凶

（
波
辺
一
九
五
八
）
、
第
七
悶
一

（
宮
崎
一
九
三
五
）
、
第
七
悶
一

（
出
品
川
悦
一
九
七
八
）

ハ
付
記
）
な
お
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
左
記
の
各
位
に
御
指
導
、
御
協
力
、
御
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
窓
を
表
し
ま
す
。

岡
崎
敬
・
木
下
尚
子
・
潮
見
浩
・
士
山
佐
輝
彦
－

m口
氏
四
・
日
間
紘
一
・
日
榊
忠
次
・
永
井
鼠
文
・
加
須
折
口
火
・
米
光
彦
・
束
中
川
忠
美
・
藤
削
等
・

森
醇
一
朗
・
森
貞
次
郎
の
各
位
。



図版1 大友型貝輪（%） 小川島貝塚出土



図版2 大友型員輪（%） 大友遺跡出土


